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報告事項
1．前々回と前回協議会の振り返り

○前々回の第４6回協議会は、令和5年3月29日（水）午前１０時に開催されました。

第４６回青梅市公共交通協議会資料の主な項目と協議概要など

○前回の第４7回協議会は、令和5年5月23日（火）に書面にて開催され、地域公共交通確

保維持改善事業に関する事業評価について報告するとともに、令和4年度青梅市公共交

通協議会決算および事業報告について協議のうえ、承認されました。

主な項目 協議概要など

青梅市地域公共交通計画の

策定

○主な意見は以下のとおりです。

・チャレンジしていくこと、立ち止まらず進めていくことが極め

て重要だ。

・柔軟な計画の見直しも必要であり、行政まかせでなく、市民、

事業者や様々な団体などが連携していくことが必要だ。

グリーンスローモビリティ

試乗イベント

○多摩ケーブルネットワーク株式会社が製作したテレビ番組「西

多摩まるかじり」での映像を紹介しました。

公共交通ガイドの更新

○主な意見は以下のとおりです。

・ケーブルカーと連絡する、御岳駅～滝本駅の路線バスの時刻

表もあると、自動車ではなくバスを利用する人もでてくるの

で良いと思う。
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2．JR 青梅線のマイレール意識醸成について

○JR東日本八王子支社、奥多摩町と共同でマイレール意識醸成について度々打合せを行

っています。令和５年度はJR東日本八王子支社が主催し、「青梅線車内絵画展」を行うこ

とになりました。なお、三者での打合せは今後も継続的に行う予定です。

「青梅線車内絵画展」の開催について（次ページ参照）

目的

青梅線沿線にお住いの皆さまをはじめ、多くのお客さまに青梅線に愛着を持っていただ

き、青梅線をご利用いただく楽しさを感じていただくとともに、学校生活での思い出の一

つとしていただきたい。

概要

青梅市立第一、第五、第六小学校の５，６年生、奥多摩町立古里、氷川小学校の全学年

の児童を対象に、青梅線の電車や駅舎、沿線風景などの絵画を募集、作品を青梅線の車

内（４両１編成）に展示し、運行するものです。

募集時期

令和５年７月中旬から９月上旬

運行時期

令和６年１月もしくは２月（１か月程度）
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青梅線車内絵画展開催に伴う絵画募集について（保護者向け通知）
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3．三鷹市井の頭地区小型 EV バス事業（グリーンスローモビリティ）視察

３－1 視察実施の概要

３－2 「井のバス」概要

項目 内容

視察目的 青梅市地域公共交通計画で示した公共交通施策「鉄道と路線バスのサービ

ス圏外の解消」について、先進事例である三鷹市井の頭地区小型EVバス事

業（以下「井のバス」とします。）の取り組みを視察することにより、実証運行

までの経緯や運行等の面を中心に、本市での取り組みの参考としたいため。

視察先 ・三鷹市「井のバス」

・三鷹市 都市整備部 都市交通課

視察日時 令和５年６月２１日（水）

・１３時３０分～「井のバス」試乗

・15時～情報交換（三鷹市役所）

視察者 ・青梅市：２名（河村、高橋）

・株式会社アルメック：3名（髙尾、倉岡、今井）

項目 内容

実証運行期間 令和４年１０月２４日～令和５年９月（予定）

運行経路・形態 三鷹台駅～明星学園前（片道１．６Km）・定時定路線型

所要時間 片道１２分

出典：井のバスチラシ（三鷹市）
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３－3 試乗

三鷹台駅バス乗り場（道路は左側） 三鷹台駅「井のバス」バス停（左）

「井のバス」車両（全長 4.05ｍ、全幅 1.5ｍ、全高 2.3ｍ） 側面に「実証運行中」の札を掲げて運用

車内の様子 車載機器、乗降カウントタブレット

スクールゾーンでの運行 補助員によるステップ出しと開閉

（内側からの開閉は不可）
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○試乗結果

・当日１３時５分三鷹台駅発、１３時４５分三鷹台駅発の「井のバス」はどちらも乗客１名だ

った。（視察者を除く）。

・乗務員は２名おり、１名は運転、もう１名はドアの開閉、補助ステップとしての台の設

置、運賃収受などを行っていた。

・運行アナウンスは乗務員が肉声で行い、乗客が降車する時は口頭で告げていた。

・停留所について、三鷹台駅、明星学園前は既存のバス停と同じ場所を使用していた。

それ以外の停留所については今回の実証運行でバスベイを新設していた。

３－4 三鷹市との意⾒交換の概要

○三鷹市役所本庁舎で、以下のことを中心に情報交換を行いました

・「井のバス」運行の経緯

・三鷹台地区でのグリスロの実証運行について

（１）「井のバス」運行の経緯

○「井のバス」を運行している井の頭地区は公共交通不便地域であり、狭い道路網のため、

小型バス（ポンチョタイプ）による旅客運送を運行することができませんでした。

○令和２年度以降は以下のとおりです。

（２）三鷹台地区でのグリスロの実証運行について

○以下のとおりです。

❶目的

・高齢者の外出促進

・交通不便地域の解消を図り、利便性向上と街の活性化を図る。

❷交通管理者との協議

・最初に徒歩でルートを視察し、次に車両で実証を行った。

・協議の中で、より安全に運行できるよう待避スペースの確保やカーブミラーの交換な

どを行った。

❸運行事業者

・令和2年度 三鷹市地域公共交通活性化協議会の下に学識者による「コミ

ュニティバス将来的なあり方検討専門部会」を設置

・令和3年度 「三鷹市コミュニティバス将来的なあり方方針」を策定（８月）

・令和４年４～９月 関係機関等との調整

・令和４年５～６月 運行ルート警察実査

・令和４年７月～ 運行事業者と運行協定の締結、運輸局への申請、広報等への

掲載

・令和４年９月～ 地域住民等への説明

・令和4年10月 「井のバス」実証運行開始
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・京王自動車株式会社

（道路運送法第21条による実証実験運行）

❹車両（タジマコーポレーションNao6j）

・全長4.05m 全幅1.5m 全高2.3m ８人乗り（３列シート、前列は乗務員２人）

・側面にドアがあり、乗務員が外から開閉を行う。乗客はドア開閉を行わない。

・天井に冷房を備えている。また、運行開始後扇風機を設置している。

❺バス停・ルート

・バス停の設置にあたっては、地元の住民協議会などの協力を得て進めた。

❻運賃・利用促進について

・運賃は１乗車につき100円（大人、小人同額）。

エリア内を運行する短距離の生活交通であることや、外出機会の促進のため、ワンコ

インの運賃を設定した。

・交通系ICカードなど、電子マネーの利用はできない。

・シルバーパスの利用はできない。また、各種割引はない。

・地元商店街の指定店舗を利用すると「井のバス乗車券１回分」をプレゼントしている。

出典：井のバス協力店一覧_（三鷹市）
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❼その他

・１日あたりの平均利用者は10人程度である。

・運行にあたり、東京都の補助金を活用している。

・インターネットでリアルタイム運行情報を発信している。（下図参照）

リアルタイム運行情報を入手する手順

出典：井のバス運行状況〉専用システム（三鷹市）

令和５年８⽉ 12 ⽇ 12:07 現在
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協議事項
1．公募委員の承認

○青梅市公共交通協議会規約において、委員の任期は２年と定められており、令和５年８月

２１日で満了となるため、青梅市公共交通協議会の公募委員募集要領にもとづき、新たな

公募委員の募集および選考を行いました。

○７月１日号広報おうめ、および青梅市ホームページに募集告知を掲載し、７月５日から１８

日まで募集したところ、３名の応募がありました。書類審査による一次選考の結果、３名が

候補者となり、募集要領に定める募集人員１名を超えたため、８月３日に二次選考として公

開抽選を行いました。その結果、合格者１名「加藤 勇（かとう いさむ）様」を選考し、８月

１４日にご本人から委員就任の承諾書が提出されました。

○募集要領の１２項に「委員は、協議会の承認を得て最終決定する。」とあることから、「加藤

勇（かとう いさむ）様」の公募委員就任について、委員の皆様のご承認を得るものです。

令和５年度公募委員選考経緯

⽇時 内容 摘要

7月1日
広報等

記事掲載
・広報おうめ7月1日号および市ホームページに募集告知掲載

7月５日 募集開始

7月1８日 募集締切 ・応募者３名あり

7月1８～２６日 一次選考 ・書類審査（応募資格等確認）の結果、候補者３名を選考

7月２６日 結果通知 ・候補者３名に一次選考結果および二次選考実施を通知

８月３日 二次選考
・午後４時３０分から青梅市役所５０１会議室にて公開抽選を

実施し、合格者１名を選考

８月４日 結果通知 ・合格者および落選者に二次選考結果を通知

８月１４日 承諾書提出 ・合格者から承諾書の提出あり

９月１日 最終決定 ・協議会の承認を得て最終決定
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2．第 56 回青梅産業観光まつりへの出展

（１）目的

○青梅市地域公共交通計画に示されている施策「（９）市民の利用促進」の取り組みとして、

公共交通の状況や重要性を周知し、市民の公共交通に対する意識改革を促すとともに、

相互理解のもとでファンを増やし、公共交通の利用を促進させるために、集客力の高い青

梅産業観光まつりに出展して、青梅市の公共交通をPRします。

昨年度開催の第５５回青梅産業観光まつりのチラシ
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（２）展示の概要（案）

○日時：令和５年１０月２９日（日）午前１０時から午後３時まで

○出展場所：青梅市役所本庁舎内

○概要：

・青梅市内の公共交通の紹介

・現状、課題など

・青梅市公共交通計画および施策の紹介

・公共交通の利用促進に係るパネル展示（東京都都市整備局交通企画課）

・公共交通に前向きな関心を持っていただけるような話題、取り組みの紹介

・車両やサービスに関すること

・これから取り組む予定のもの

・ここだけの話

…などの話題を各交通事業者にご協力いただき、事務局が取材し紹介

・お楽しみコーナー

・ペーパークラフトの配布

（路線バス3事業者分のほか、青梅線とタクシー車両を追加予定）

・顔出しパネル（路線バス、タクシー）の設置

・電動キックボードの展示

○電動キックボードの試乗会

青梅産業観光まつり出展イメージ

パネル展示（青梅市グリスロ試乗会） 電動キックボードの試乗会場（市役所地下駐車場）


